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平成 24年 10月 10日 

 

各 位 

会 社 名 株式会社アイロムホールディングス 

代表者名 代表取締役社長 森 豊隆 

（コード番号 2372 東証第一部） 

問合せ先  

役 職 専務執行役員 社長室長 

氏 名 小島 修一 

電 話 03-3264-3148 

 

当社連結子会社の事業譲渡及び 

平成 25年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社の連結子会社である株式会社アイロムロハス、株式会社アポテカ、株式会社ウイング湘南

（以下「アイロムロハスグループ」という。）は、平成 24 年 10 月 10 日開催の各社の取締役会に

おいて、アイロムロハスグループが担う医薬品等の販売事業の譲渡について決議いたしましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

また、本事業譲渡により平成 24 年８月３日に公表いたしました平成 25 年３月期通期（平成 24

年４月１日～平成 25 年３月 31 日）の連結業績予想につきまして修正いたしますので、併せてお知

らせいたします。 

 

記 

１．当該子会社の概要 

（１）名称 株式会社アイロムロハス 

（２）所在地 東京都品川区大井一丁目 43 番７号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 北浦昭博 

（４）事業内容 医薬品等の販売事業 

（５）資本金 84 百万円 

 

（１）名称 株式会社アポテカ 

（２）所在地 東京都品川区大井一丁目 43 番７号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 北浦昭博 

（４）事業内容 医薬品等の販売事業 

（５）資本金 10 百万円 

 

（１）名称 株式会社ウイング湘南 

（２）所在地 神奈川県横浜市戸塚区上倉田町 908 番地 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 北浦昭博 

（４）事業内容 医薬品等の販売事業 

（５）資本金 10 百万円 
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２．事業譲渡の理由 

 当社グループは、SMO事業（※）のパイオニアとして平成９年の設立以来、CRC（治験コーデ

ィネーター）の質の向上及び管理体制の充実に努めるとともに、全国に提携医療機関を展開し、

SMO事業の収益基盤を確立してまいりました。また、グループ全体の成長戦略の一環として、

アイロムロハスグループにて、平成 16年に調剤薬局及び平成 17年にドラッグストアの運営を

開始し、現在、24店舗にて事業を行っております。しかしながら、厳しい市場環境において、

収益を維持し、さらに拡大させるには、一定の規模を追求する必要があり、当社グループ内で

の事業展開のみでは限界があるとの判断に至り、事業の譲渡を決定いたしました。 

 今回、調剤薬局・ドラッグストア事業や臨床検査・各種検査事業等を展開する株式会社ウィ

ーズホールディングス以下事業会社で構成するウィーズグループの SOAR INVESTMENT株式会社

の子会社である株式会社リーフ及び株式会社アポステータスに事業譲渡致します。 

 現在、当社グループは事業ポートフォリオの見直しの一環として、経営資源を SMO事業に集

中させ、国内における既存体制を軸に事業領域の拡大を進めております。また、並行して、国

際化が進む業界及び市場の動向に対応するため、アジア・オセアニア地域における高度専門疾

患に対応が可能な医療機関及び CRO企業等との戦略的な提携を締結し、医薬品開発の促進及び

グローバル開発の支援体制の強化を図っております。 

 今後は、アジア・オセアニア地域において、日本と時差の少ない点を最大限に活かしたスピ

ードある情報交換を強みとし、SMO事業として今までに培った経験と国際標準に高めた高品質

のサービスを提供することで、海外における治験において当社グループの SMO事業が真っ先に

選ばれる体制及び仕組みを構築してまいります。 

 

※SMO事業：Site Management Organizationの略で、一般的に治験施設支援機関と言われ、治

験を実施する医療機関と提携し、治験を実施するための院内体制整備及び治験実

務を支援する事業です。 

 

３．事業譲渡の概要 

（１）医薬品等の販売事業の内容 

 アイロムロハスグループが担う医薬品等の販売事業であり、ドラッグストア及び調剤薬局の

全 24店舗が対象となります。 

 

（２）医薬品等の販売事業の経営成績 

 医薬品等の販売事業(a) 平成 24年３月期連結実績(b) 比率(a/b) 

売上高 3,835百万円 11,018百万円 34.8％ 

売上総利益 1,218百万円 2,628百万円 46.3％ 

営業利益 143百万円 △432百万円 ― 

経常利益 130百万円 △1,697百万円 ― 

 

（３）譲渡する資産、負債の項目及び金額（平成 24年３月 31日現在） 

資産 負債 

項目 帳簿価額 項目 帳簿価額 

流動資産 491百万円 固定負債 23百万円 

固定資産 536百万円   

合計 1,027百万円 合計 23百万円 

 

（４）譲渡価額及び決済方法 

1,600百万円（現金決済） 
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４．事業譲渡先の概要 

 株式会社ウィーズホールディングスの 100％子会社であり医療分野への投資事業を行う SOAR 

INVESTMENT株式会社の子会社である株式会社リーフにドラッグストア事業を、株式会社アポス

テータスに調剤事業をそれぞれ譲渡いたします。 

 

（１）名称 SOAR INVESTMENT株式会社（譲渡先の株主） 

（２）所在地 東京都千代田区平河町一丁目７番３号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 巣山貴裕 

（４）事業内容 

・M&A に関する仲介、斡旋及びアドバイザリー業務 

・経営戦略、企業再生及び事業承継に関する支援及びコンサ

ルティング業務 

・企業買収、合併、事業統合及び提携に関する財務調査及び
価値評価業務 

・調剤薬局の運営 

・医薬品、医薬部外品、化粧品及び医療器具の販売 

・医療機関、企業に対する貸付及び投資並びに有価証券の売

買、保有及び運用 

・投資事業組合の組成及び管理 

・投資事業組合契約に基づく投資及び投資受託に関する業務 

・投資事業組合財産の運用及び管理 

（５）資本金 10 百万円 

（６）設立年月 平成 24年１月 

（７）当社との関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 

 

（１）名称 株式会社リーフ（ドラッグストア事業の譲渡先） 

（２）所在地 東京都千代田区平河町一丁目７番３号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 飯塚秀毅 

（４）事業内容 
・調剤薬局等の運営 

・医薬品、医薬部外品、化粧品及び医療器具の販売 

（５）資本金 10 百万円 

（６）設立年月 平成 24年７月 

（７）当社との関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 
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（１）名称 株式会社アポステータス（調剤事業の譲渡先） 

（２）所在地 東京都千代田区平河町一丁目７番３号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 林 昭弘 

（４）事業内容 
・調剤薬局等の運営 

・医薬品、医薬部外品、化粧品及び医療器具の販売 

（５）資本金 10 百万円 

（６）設立年月 平成 24年７月 

（７）当社との関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 

 

５．日程 

連 結 子 会 社 の 取 締 役 会 決 議 平成 24年 10月 10日 

連結子会社の事業譲渡承認株主総会 平成 24年 10月 10日 

連結子会社の事業譲渡契約締結 平成 24年 10月 10日 

連 結 子 会 社 の 事 業 譲 渡 期 日 平成 24年 12月１日（予定） 

 

６．平成 25年３月期 連結業績予想の修正（平成 24年４月 1日～平成 25年３月 31日） 

 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 

一株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 8,150 110 10 380 406円 36銭 

今回修正（Ｂ） 6,370 210 60 900 962円 42銭 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △1,780 100 50 520 － 

増 減 率 （％） △21.8％ 90.9％ 500.0％ 136.8％ － 

（ご参考）前期実績 

（平成 24年３月期） 
11,018 △432 △1,697 △364 △390円 22銭 

 

７．修正の理由 

 平成 25年３月期第３四半期において、本事業譲渡による譲渡価額 1,600百万円から簿価及

び手数料等の関連諸費用を控除した約 615 百万円を特別利益として計上する見込みです。一方、

本事業譲渡による平成 25年３月期通期連結業績に対する影響及びメディカルサポート事業並

びにその他事業において収益の改善がみられることから、平成 24年８月３日に公表いたしま

した予想を上記の通り修正いたしました。 

 

※ 上記の業績予想は、本資料の発表日現在入手可能な情報に基づき判断したものであり、 

   実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 
以 上 


